
 

 

 

 

 
 

学校公開 
 

校長 横山 優美 

 

５月１２日、１３日は今年度最初の学校公開日でした。たくさんの保護者の皆様や地域の皆様にご

来校いただき、ありがとうございました。新型コロナウイルスも５類に位置付けられ、これまでの学

校公開とほぼ変わりない形式で実施できるようになってまいりました。 

１年生は初めての学校生活、2 年生以上は新しい仲間も増え、それぞれ進級した学年での学習。ど

の学年においても子供たちの頑張っている姿を見ていただいたことと思います。インフルエンザ等の

流行もあり、気を緩めることができませんが、多くの保護者や地域の皆様に見守られて学習している

ことを子供たちも教職員も実感できました。 

2 日間の来校者数は２１１名でした。今回の保護者アンケートは手紙形式だけではなく、Web 形式

での提出でもお願いいたしましたが、合計で７０件いただきました。紙と Web の回答の割合はちょう

ど半々、QR コードを読み込んで、フォームで回答という形式を選ぶ方も増えています。家庭数で考

えると７２％以上の回答率で、今までの中で一番多いです。たくさんのお返事をいただき、皆様の学

校教育への関心と期待の大きさを感じました。大変うれしいことです。保護者の皆様から見た子供た

ちの頑張っている様子や成長している姿について、先生方の指導や対応について、授業の様子につい

て、教室環境や廊下の掲示物について、様々な視点からご意見・感想をいただきました。日々の先生

方の頑張りをこのような言葉にしていただき本当にありがたいです。何よりも先生方の励みになって

います。ニュースや新聞で学校に関する話題に「教員不足」があります。教員は日々、厳しい環境の

中で働いていますが、子供たちのよりよい成長や保護者の方から励ましの言葉が「やりがい」につな

がっています。小笠原小の先生方は子供たちのために何ができるかを念頭に置きながら様々な準備を

進めています。手前味噌ですが、先生方は子供たちの成長をいつも考えていて素晴らしいなと思って

います。もちろんアンケートには要望や課題についてもご指摘いただいておりますので、校内で共有

し改善していきます。  

子供たちにとっても、私たち教職員にとっても、授業の様子を見ていただくということは大変意義

のあることです。毎日「今日も学校 楽しかった」「やりたいことがいっぱいあるんだ」と思えるよう

な、子供たちみんなの瞳が輝き、子供たちも先生たちも「明日を楽しみにできる学校」をつくってい

きたいと思います。次回の学校公開もより成長した子供たちの様子をお見せできるように、教育活動

の充実を図っていきたいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 小笠原村立小笠原小学校 

学校だより 
6月号（R5．6．1） 

ＴＥＬ04998-2-2012 

校長 横山 優美 

＜安全目標＞  

雨の日の過ごし方を工夫しよう 
  

・校舎内での過ごし方 

・雨の日の安全 

 

小笠原は天候の変化が激しいです。その変化に敏
感になりながら生活してほしいです。 
雨の日は校舎内も滑りやすく転ぶ危険性も高く

なります。階段や廊下は常に右側を歩く習慣を身に
付けることが大切です。 
放課後や休日における雨の日の過ごし方につい

て、改めて、ご家庭でも話し合っていただきますよ
うお願いいたします。 
 

＜生活目標＞  

ていねいなことばをつかって、 

みんなと気持ちよい学校生活を送ろう 
 

・ていねいなことばをつかう 
・やさしい言葉をつかう 
 
 ていねいな言葉をつかうということは、相
手を大事に思ったり、相手を認めたりすると
いう気持ちを伝えることになります。 
 言葉を大切にし、相手を大切にすることで、
学級・学校・地域で、気持ちよく過ごすことが
できます。 
 ご家庭でもお子様と一緒に話し合っていた
だきますようお願いいたします。 
 



交通安全教室                                
交通安全教室では、警察の方から自転車の点検、走行中に注意すること、一時停止を必ず行うこと

などの自転車に乗る上でのルールについて話を聞きました。１・２年生はその後、小笠原の街の写真

を見ながら自転車走行で気を付ける場所について学びました。クイズをしながらよく話を聞いて真剣

に学ぶことができました。放課後等、日常生活の中で学んだことを生かし、交通安全に気を付けてい

くよう引き続き指導していきます。ご家庭でもお子様が出かける時、交通安全について一声掛けてい

ただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳学習（海練習）について                         
６月上旬から子供たちが心待ちにしている水泳の学習が始まります。今年度からは、プール改装工

事のため、水泳指導を全て海で行うことになります。各学年１０時間程度、学習を行います。限られ

た時間の中で、もぐったり浮いたりすることに慣れ親しむことや、少しでも長く続けて泳ぐことを目

指して指導していきます。 

また、昨年度同様、１学期中のみ水泳学習を行い、夏季休業中はありません。 

 本校の特色である行事、７月９日の遠泳大会では、低学年が海遊び、中学年が浅瀬１００ｍを泳ぐ

チャレンジスイム、高学年が青灯台から大村海岸までの４００ｍを泳ぐ遠泳を行います。子供たちの

安全を第一にしながら、達成感を得られる機会にできるよう支援していきます。 

 保護者の皆様におきましては、日頃のお子様の健康管理や水泳着等、水泳学習へのご理解、ご協力

をいただきありがとうございます。今後も引き続きご支援をよろしくお願いいたします。 

体力テスト                                 

 ５月１６日（火）雨続きの合間に、無事に体力テストを実施することができました。子供たちは、

精一杯に取り組み、記録に対して一喜一憂していました。普段“運動神経”というはっきりしないも

ので区別されるものが、数値化され昨年との変容を客観的に見取れることに意味があるように感じま

す。後日、体力テストの結果をご家庭に配布いたします。家庭で話題に取り上げ、是非とも成長につ

いて共有し、頑張りを認めてあげてください。学校では、この結果を学習に還元し、子供たちが生涯

にわたってスポーツに親しみ、健康に生活してもらうためのより良い授業づくりに生かしていきます。 

 今年度も熱中症で体調不良になる子供はなく、無事に体力テストを終わることができたことに安堵

しています。日頃より熱中症対策のため水筒の準備をありがとうございます。また、連日の雨の中、

こまめな体育着の洗濯に協力いただき重ねて感謝申し上げます。引き続き、体力テストのアンケート

など協力していただくことがあります。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

  



一人一台端末（Chromebook）の活用について                      

本校では、一人一台端末（Chromebook）を活用した学習活動を推進しています。今年度の目標を

「特別な教具ではなく、日常の文具としての活用」と設定し、児童の発達段階等に沿った活用をする

ことで目標達成に向けて進めています。昨年度に引き続き、子供たちは朝学校に来たらパソコンを開

き、クラスの連絡を確認しています。また授業やスキルタイムにはドリル学習、調べ学習、タイピン

グ練習、意見交流、プレゼンテーションの作成、写真や動画の記録など様々な場面で活用し、学習効

果を高められるようにしています。また、校内研修を通して教員のスキルアップも進めていきます。 

年度当初にもお伝えしている通り、今後は日常的な持ち帰りを実施

し、児童が筆箱やノートを使うことと同等に端末を扱うことができる

よう、ルールやモラル等を含めて指導していきます。 

ICT の活用は、子供たちの学びの可能性を大きく広げます。感染症

や災害などの状況下でも子供たちの学びを進めることが可能であり、

小笠原のような環境では離れた人とコミュニケーションを円滑に図

ることができるのも大きな利点です。また情報化が急速に進んでいく

社会の中では、ICT スキルの習得が必要不可欠です。子供たちの将来

の可能性を広げられるよう、様々な手立てで情報活用能力を高めてい

きたいと思います。 

 

教育実習生より            ○○ ○○（ ○○ 年度 卒業生）                  

 5 月 8 日から 6 月 2 日までの 4 週間、母校の小笠原小学校で教育実習をさせていただきました。 

緊張と不安の中、実習を迎えましたが、明るく迎えてくれた児童の皆さんや熱心にご指導くださった

先生方のおかげで、充実した日々を過ごすことができました。今回 

の実習で心掛けていたことは、「笑顔」です。常に明るく笑顔でいる 

ことで、たくさんの子供たちと仲良くなることができました。 

また、授業観察や実践授業などを通して、勉強を教えることの難 

しさを実感しました。 

母校で明るく元気な子供たちと一緒に学んだり、遊んだりするこ 

とができ、とてもいい実習になりました。教員免許取得や将来の目 

標に向けて今後も頑張っていきます。これからも小笠原小学校の子供たちの活躍を応援しています。

ありがとうございました。 

 

保健・食育トピックス                                    
 
パワーアップ週間を行いました 
 ５月１５日（月）から１９日（金）までパワーアップ週間を行いました。パワーアップ週間とは、

学期に１回、日々の健康に関する項目でテーマを決めて、一週間、自分で意識しながら取り組みます。

１日の終わりにできていたかの振り返りをします。今回のテーマは、「丁寧な手洗い」、「清潔なハンカ

チを持つ」「ポケットティッシュを持つ」「良い姿勢で授業を受ける」の４つがテーマでした。一人一

人、意識しながら頑張って取り組んでいました。 

 

 

 



行事予定表（６月）                        
日 曜 船 朝 食 行事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

6/1 木 出    
牛乳 ６年 社会科見学、５年 都学力調査、 

ふれあい月間始（～30 日） 
5 5 6 6 6 6 

2 金   飲ﾖｰｸﾞﾙﾄ 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、クラブ、ＳＣ 5 5 5 6 6 6 

3 土    英語検定       

4 日           

5 月 入 全校朝会 牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ整備日、読書に親しむ週間（～9 日）、SC 5 5 5 6 6 6 

6 火  安全指導 牛乳  5 5 6 6 6 6 

７ 水   牛乳  5 5 5  5 5 5 

8 木 出  ﾖｰｸﾞﾙﾄ  5 5 5 5 5 5 

9 金   牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、委員会、ＳＣ 5 5 5 5 6 6 

10 土           

11 日 入            

12 月  全校朝会 牛乳 食育放送 5 5 5 6 6 6 

13 火   牛乳  5 5 6 6 6 6 

14 水 出 運動集会 ﾖｰｸﾞﾙﾄ 避難訓練（集団下校） 5 5 5 5 5 5 

15 木  音楽朝会 牛乳 ４年 都学力調査、５・６年 安全講習 5 5 6 6 6 6 

16 金   牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ 5 5 5 5 5 5 

17 土 入          

18 日    漢字検定       

19 月  全校朝会 牛乳  5 5 5 6 6 6 

20 火 出  牛乳  5 5 6 6 6 6 

21 水   牛乳 ５年 小港キャンプ、ＳＣ 5 5 5 5 6 5 

22 木   牛乳 ５年 小港キャンプ 5 5 6 6 6 6 

23 金 入  牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、クラブ、ＳＣ 5 5 5 6 6 6 

24 土    返還祭       

25 日    漢字検定       

26 月 出 全校朝会 牛乳 開校記念日 5 5 6 6 6 6 

27 火   牛乳 ４年 社会科見学 5 5 6 6 6 6 

28 水  児童集会 牛乳 ５年 小港キャンプ(予備日)、芝生 5 5 5 5 5 5 

29 木   牛乳 ５年 小港キャンプ(予備日) 5 5 6 6 6 6 

30 金 入  飲ﾖｰｸﾞﾙﾄ 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

7/1 土           

2 日    英語検定       

3 月 出 全校朝会 牛乳 食育放送、図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ整備日、ＳＣ 5 5 5 6 6 6 

4 火     
牛乳 ６年 南島遠足 

２年 消防写生会、３年 消防体験 
5 5 6 6 6 6 

5 水  ＳＮＳ指導 ﾖｰｸﾞﾙﾄ  5 5 5 5 5 5 

6 木 入  牛乳 避難訓練（小中合同） 5 5 6 6 6 6 

7 金   牛乳 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、仲良し遊び、委員会、ＳＣ 5 5 5 5 6 6 

8 土    算数検定       

9 日 出  なし 遠泳大会 3 3 3 3 3 3 

10 月    振替休業日       

11 火  安全指導 牛乳  5 5 6 6 6 6 

 
【お知らせとお願い】 
（１）学校行事等について ※各行事の詳細は、別途連絡します。 

６月 14 日(水)避難訓練 ５校時、集団下校による訓練を行います。 
   ６月 21日(水)、22日(木)５年 小港キャンプ 
    ７月  ４日（火）６年 南島遠足  

７月  ９日（日）遠泳大会 
（２）その他 

・「各学年」の欄の数字は、授業時数となります。 
・予定に変更があった場合は、学級通信等でお知らせします。 
・牛乳・ヨーグルト飲料・ヨーグルトの提供日は、入出港や賞味期限の関係で入れ替わることがあります。 
・「行事」の欄の SC来校日は、スクールカウンセラーの来校日となります。 


